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2011年 3月 11日午後 2時 46分に起こった東北地方太平洋沖地震により 

被害に遭われた多くの皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。               

 

☆ 「東日本大震災聴覚障害者救援中央本部」立ち上げから「救援ニュース」の発行へ 

財団法人全日本聾唖連盟は、3/11 より救援体制の準備を開始しました。関係団体に呼びかけ、聴覚障

害者を救援するための中央本部を立ち上げました。構成団体は財団法人全日本ろうあ連盟、一般社団法

人全国手話通訳問題研究会、一般社団法人日本手話通訳士協会の 3団体です。 

第１回会議を 3/18に東京都内で開催しました。当日は 3団体の他、協力団体 12団体、計 38人が集ま

りました。内閣府、文部科学省、厚生労働省からもオブザーバーとしての出席がありました。会議では、本

部長として石野富志三郎（全日ろう連理事長）が決まり、これまでの状況報告、当面の組織的、具体的活動

について協議しました。また、義援金について募集方法の確認がされ、ＨＰで募集を始めています。 

3/29に現地視察報告会を開催し、久松事務総括による東北5県現地視察報告と、宮城県へ救援物資を

運搬した宮本ろう者支援担当、吉原物資支援担当からの現地救援本部の現状報告がなされ、今後の具体

的な支援について協議をしました。 

被災地の状況や救援中央本部の動き等については、全日ろう連のＨＰに掲載し、随時更新されていま

すが、この救援ニュースは、全国の隅々まで広報するため、今後は月２回の発行を予定しています。 

 

☆☆☆ 義援金のお願い ☆☆☆ 

被災した聴覚障害者や手話関係者等のためにご協力をお願いします。 

① 銀行：みずほ銀行 江戸川橋支店  普通預金 口座番号：１５１１２７６ 

     名義：(財)全日本聾唖連盟 災害救援基金 代表 石野富志三郎 

       （ｻﾞｲﾀﾞﾝﾎｳｼﾞﾝｾﾞﾝﾆﾎﾝﾛｳｱﾚﾝﾒｲ ｻｲｶﾞｲｷｭｳｴﾝｷｷﾝﾀﾞｲﾋｮｳ ｲｼﾉﾌｼﾞｻﾌﾞﾛｳ） 

      ※みずほ銀行内（本・支店間）での振込の場合、振込手数料は免除されます。 

   ② 郵便振替：記号 ００１６０－９－１６６８４０ 名義：(財)全日本聾唖連盟 

      ※通信欄に「東日本大震災の災害義援金」とご記入ください。 

 

義援金総額 11,022,695 円  

（320件、2011 年 4月 13日現在）  

☆皆さまの温かいお気持ちに感謝いたします☆ 

TEL:03-3268-8847
http://www.jfd.or.jp/tohoku-eq2011/relief005


 ☆ 東北３県の状況は？ 

岩手県： 4/3岩手救援本部を立ち上げた。4月 5日現在、協会会員 195名中 3名死亡、同賛助会員

（内個人会員） 62名中 1名死亡、同認定手話通訳者 29名全員無事を確認。 

岩手盲ろう者友の会 及び ＮＰＯ法人岩手県中途失聴者・難聴者協会の 2団体は確認中。 

今後、心のケアを中心に 15日に宮古市、16日に大船渡市を回る予定。 

宮城県：4/10 現在、安否確認は約 90％。避難所にいる聴覚障害者は、宮城県 12 ヶ所に 17 人、仙台

市１ヶ所に１人。宮城県救援本部を仙台市に設置し、事務局の他、被災者支援班、支援物資班、

ボランティア班、メンタルケア班に分かれて活動している。 

 福島県：救援本部を設置。安否確認の結果、ろう協会員・非会員の計 670人の無事を確認。3/30現在、

県内避難所 12ヶ所に 16人、県外避難所 3ヶ所に 5人、県外の親戚宅等に避難（12都道府県）24

人。原発事故の情報が入らず、避難者が自宅に戻る、屋内退避から県外に避難するなど今後は状

況把握の困難が予想される。 

 

☆ 救援中央本部・各部の活動状況 

 ○ろう者支援：3/26～28、ろう者支援担当は現地本部の救援協力及び今後の中央   

本部としての実際の支援に向けて現地調査を行った。 

○ 物資支援：救援宮城本部からの要請を受けて、関東ブロックに呼びかけて集ま

った物資（ダンボール箱 69箱）を日本財団提供のワゴン車に載せ、3/26に第

1 陣として届けた。第 2 陣は 4/8～10 に分けて 3 台の車で送り届け、物資仕

分け、搬送の支援を行った。 

 ○ 手話通訳：厚生労働省は全国の都道府県と政令指定都市に対し、手話通訳者と 

して支援可能な人数の提出を求め、集約した名簿が救援中央本部に送られ、 

現地の要請に応じて派遣調整をしている。 

 ○ 医療メンタル班：4/15～18宮城にて調査及び支援することを予定している。 

 

☆ 地域本部設置状況：27 ヶ所 （4/13現在） 

救援中央本部は、3/22構成団体３団体に通知を出し、救援活動への結集を図るために地域救援本部を

立ち上げるよう要請しました。4/13現在で 27都道府県に地域本部の設置を確認しました。 

 

☆ 情報 

 施設入所が必要なろう高齢者・ろう重複障害者のために 

協力団体である「全国高齢聴覚障害者福祉施設協議会」および「全国ろう重複障害者施設連絡協

議会」より、ろう高齢者・ろう重複障害者への支援（施設入所受け入れ）が可能との連絡がありま

した。被災者で施設入所が必要なろう高齢者・ろう重複障害者がいましたら、下記までご相談くだ

さい。  

１．ろう高齢者 

 全国高齢聴覚障害者福祉施設協議会 連絡窓口 特別養護老人ホーム「ななふく苑」 

     TEL:０４９－２７６－５３１１  FAX:０４９－２７６－５３１５ 

２．ろう重複障害者  全国ろう重複障害者施設連絡協議会 連絡窓口 

  身体障害者入所授産施設「ふれあいの里・どんぐり」 

     TEL:０４９－２９５－９３２１  FAX:０４９－２９５－９３２２ 


